
衛星放送用受信設備に関する技術的条件の検討について

我が国で市販されている衛星放送受信機は、取り扱い
を容易にするため、アンテナで受けた電波（12GHz帯）を、
低い周波数（中間周波数（IF）～2GHz帯）に変換し宅内に
引き込む。

この中間周波数が外部に漏洩することにより、携帯等の
システムに混信を与える事例が発生している。

中間周波数漏洩問題

携帯電話や欧州宇宙機関（ESA）が運用する
地球観測衛星SMOS(Soil Moisture and Ocean
Salinity)の地球観測への混信の発生

新たに始まる衛星４Ｋ・８Ｋ実用放送（左旋円
偏 波 を 利 用 ） に よ り 中 間 周 波 数 帯 が 拡 張
（約1～2GHz → 約1～3.2GHz）

衛星放送用受信設備からの電波漏洩を抑止
し、他のサービスとの共用を促進する技術的条
件について検討する必要

衛星放送用受信設備における中間周波数と重複する周波数を利用したサービスとの共用のた
め、技術的条件について検討を開始。

中間周波数の漏洩の主な事例
・古いブースターや直付けパッシブ機器の使用
・不適切な施工（いわゆる「手ひねり」など）
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2BS・110度CS左旋の中間周波数と同帯域の無線システム

ＢＳ左旋（中間周波数）

110度ＣＳ左旋（中間周波数）

3.25GHz2.7 3.1 3.15 3.22.75 2.8 2.85 2.9 2.95 3.0 3.05

空港監視レーダー（ASR）

位置／距離測定用レーダーとして地方委任

実用局なし 船舶レーダー

速度測定用レーダーとして地方委任

実用局なし

ND1 ND3 ND5 ND7 ND9 ND11 ND13 ND15 ND17 ND19 ND21 ND23ND25

※矢印のチャンネルは2018年からの実用放送で使用予定

※矢印のチャンネルは2018年からの実用放送で使用予定

2.25 2.35 2.45 2.5 2.62.552.2 2.42.3

アマチュア

N‐STAR↓ BWA（WCP） 地域BWA BWA（UQ）
ISMバンド

小電力データ伝送システム
ルーラル JAXAほか衛星

FPU
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3BS・110度CS右旋の中間周波数と同帯域の無線システム

ＢＳ右旋（中間周波数）

110度ＣＳ右旋（中間周波数）

（検討中）

1.51.451.21.11.05 1.15 1.25 1.3 1.41.35

国土交通省
ARSR/SSR

ウインド

プロファイラ
発射禁止帯

電波天文
携帯電話↑

FPU
携帯電話↓

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23

国土交通省
ARSR/SSR

ウインド

プロファイラ
発射禁止帯

電波天文
携帯電話↑データ伝送用

（特定小電力無線局等）

GPS（L2）

航空無線航行(DME/TACAN等)    FPU

アマチュア

画像伝送

携帯電話↓GPS（L5）

1.95 2.0 2.051.75 1.8 1.85 1.91.55 1.6 1.65 1.7

ND2 ND4 ND6 ND8 ND10 ND12 ND14 ND16 ND18 ND20 ND22 ND24ND26

GPS,QZSS（L1）

インマルサット↑

電波天文

ラジオゾンデ

気象衛星↓

携帯電話↑ 携帯電話↓ PHS

デジタルコードレス電話

携帯電話↑ 衛星バンドイリジウム↑

ルーラル無線

インマルサット↓

※ND26については今後使用を検討



検討体制（案）

技術分科会

放送システム委員会

アドホック アドホック アドホック

※ 共用検討するシステム毎にアドホックグループを設置する予定

衛星放送用受信設備作業班
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今後の検討スケジュール（案）

情通審
放送システム

委員会

衛星放送用
受信設備作業班

◆
３月
・アドホック

報告

情報通信審議会
技術分科会

◆
５月
・一部答申
予定

◆
９月
・検討事項・進め方
・意見募集の結果

◆
９月１２日
・検討開始の報告

◆
４月

・作業班報告

アドホック
グループ会合

◆ ◆ ◆

◆
１０月
・システムの特定
・アドホックの設置

（共用対象のシステム毎に設置し、適宜開催）
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◆
９月９日

・検討事項・進め方、作業班設置 等

提案募集

◆
４月
・報告とりまとめ

◆
５月

・委員会報告
取りまとめ

パブコメ



6（参考）ESAレポートより抜粋

ESAレポート“Analysis of the impact of BSAT-3C emissions into the RF interference detected by SMOS 
satellite over Japan“より、雑音の主たる原因として衛星放送用受信設備からの電波漏洩が指摘された。



7（参考）電波政策2020懇談会における議論

電波政策2020懇談会 制度ワーキンググループ報告書 概要より（2018年6月公表）



8（参考）電波政策2020懇談会報告書にいただいたご意見①

４Ｋ・８Ｋロードマップに関するフォローアップ会合の第二次中間報告（平成２７年７月）に描かれた『多様な実用放送の実現を目
指す』の実現には、基幹放送事業者の左旋への参入促進と併せて、左旋の受信環境の整備による左旋の利用促進が欠かせま
せん。現行の衛星放送と同じ周波数帯の中での左旋の活用によって電波の有効利用を図るという考え方を踏まえて、本報告書
（案）では、次期における電波利用料の使途のひとつに、４Ｋ・８Ｋ普及促進等のための衛星放送受信環境整備に関する支援等
（ＢＳ／ＣＳ-ＩＦ干渉対策）が挙げられていることは、左旋の利用促進に資するものであり、時宜を得た有意義な施策であると考え
ます。

左旋受信設備が新たに設置される設備であることから、左旋による放送開始当初からの「適切な機器や施工による４Ｋ・８Ｋの
受信環境の整備」に向けた取り組みが、より重要となります。左旋の受信環境の整備に向けた国の積極的な役割を期待する立
場から、「受信環境整備のための調査研究」、「受信環境整備のための周知啓発活動」、「受信環境整備に対する支援」等による
支援の早期実現・実施を強く要望します。

【（株）放送衛星システム】

４Ｋ・８Ｋの受信設備が普及期に入る前に、電波漏洩を防止するための規格を定めることは大変重要であります。
技術的な規格の策定に加えて、受信設備の適切な施工を担保できる仕組みや漏洩電波を監視する仕組みの構築も合わせて

検討して頂くことを要望致します。
【スカパーJSAT（株）】

新たな周波数帯を利用する４K・８K衛星放送の普及・展開に向けて、受信環境整備のための調査研究、周知啓発活動、干渉
対策を国が支援することは適切と考えます。特にBS/CS-IF干渉対策の規模を早期に把握し、効率的な支援策の早期展開を図
ることで4K・8K実用放送の普及促進に資することを期待します。

【日本放送協会】

放送関連の使途として提言された「４K・８Kテレビジョン放送高度化に向けた研究開発・実証」、「４K・８K普及促進等のための衛
星放送受信環境整備に関する支援等」、「地上デジタル放送への円滑な移行のための環境整備」、「民放ラジオ難聴対策支援」
はいずれも電波利用共益事務として妥当と考えます。

【（一社）日本民間放送連盟】】ほか民放９社



9（参考）電波政策2020懇談会報告書にいただいたご意見②

4K・8K普及促進等のための衛星放送受信環境整備に関する支援等（BS/CS-IF 干渉対策） 放送受信設備
と携帯電話等との混信や妨害への対処等を行うことは電波の適正な利用を確保する上で必要不可欠なもの
であることから、次期の電波利用料を用いて以下の活動・支援等を行うとの報告書案に賛同します。
－ 受信環境整備のための調査研究
－ 受信環境整備のための周知啓発活動
－ 受信環境整備に対する支援

また、本案件に関しては、通信と放送の事業の領域を跨いで影響が発生していること、また、電波の発射を
目的としない受信設備の問題でもあること等から、民間事業者のみで出来る対策には限りがあります。従って、
行政の対応として、責任部署を明確にして問題の解決を図る取り組みを行っていただくことが必要です。

なお、報告書の留意点に記載されているとおり、干渉対策の支援にあたっては、費用対効果の高い実施手
法の調査等を十分に行うことが必要です。

【ソフトバンク（株）】

・ BS/CS-IF干渉対策に次期電波利用料を活用することは、電波の有効利用を促進するために適切であると
考えます。
・ 本施策によりBS/CS-IF漏洩による干渉被害が縮小され、電波の有効利用が促進されることを期待します。

【（株）NTTドコモ】


